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青少年問題の悩みなどお気軽に

已討

774-24-080 0

(日曜･祝日除く毎日午前9時~午後6時)

第4回宇治川マラソン大会
各地から2,626人が出場

２月22日(日)午前10時スタート
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第
四
回
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
二
月

二
十
二
日
剛
、
午
前
十
時
に
太
陽
が
丘
を
ス

タ
ー
ト
。
競
技
は
、
五
ｊ
、
十
ｊ
、
二
十
ｊ

の
三
部
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
大
会

に
は
、
。
近
畿
地
方
を
中
心
に
前
回
を
五
百
十

四
人
上
回
る
、
二
千
六
百
二
十
六
人
が
参
加
。

中
学
生
か
ら
八
十
一
歳
ま
で
の
選
手
が
、
寒

風
を
突
い
て
宇
治
の
街
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
声
援
く

だ
さ
い
。
こ
の
宇
治
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

六
十
三
年
京
都
国
体
に
向
け
て
市
民
の
ス
ポ

ー
ツ
へ
の
関
心
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
昭
和

五
十
九
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

な
お
、
大
会
当
日
は
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ト
太
陽
が
丘
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
（
昨
年
２
月
2
3
日
）

｜・
・自

▼
５
ｊ
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り
御
旅
所

　
付
近
折
り
返
し
↓
（
元
の
コ
ー
ス
を
戻
る
）

▼
加
ご
の
部
・
：
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り
↓
県
通

　
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
付
近
折
り
返
し
↓
平
等
院
南

　
門
前
↓
本
町
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

▼
2
0
j
の
部
…
太
陽
が
丘
↓
市
役
所
前
↓
宇
治
橋
通
り
↓
県
通

　
り
↓
平
等
院
南
門
前
↓
白
虹
橋
↓
宇
治
川
右
岸
↓
朝
霧
商
店

　
街
↓
府
道
北
上
↓
黄
梨
公
園
折
り
返
し
↓
府
道
南
下
↓
朝
霧

　
商
店
街
↓
宇
治
川
右
岸
↓
白
虹
橋
↓
平
等
院
南
門
前
↓
本
町

　
通
り
↓
御
旅
所
↓
市
役
所
前
↓
太
陽
が
丘

距離別コース

お願い
　
★
最
終
走
者
通
過
後
、
車
両
は
通
行
可
★
車
両
は
選
吊

の
直
前
の
横
断
や
、
選
手
を
追
い
越
す
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
★
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
駐
停
車
は
出
来
ま
せ
ん
★
交
通

規
制
・
う
回
に
つ
い
て
は
現
場
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
★
交
通
規
制
道
路
以
外
の
道
路
も
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
規
制
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

※府道京都宇治線の黄槃・京阪宇治駅間は、南行きが一方通行になります。

４
宇
治
川
を
ま
た
ぐ
橋
げ
た
（
１
月
Ｃ
Ｎ
Ｉ
日
）

ト
府
道
宇
治
淀
線
に
橘
げ
た
を
架
設
（
１
月
Ｏ
)
日
）

京都南部都市広域行政圖推進協議会
設立7周年記念

２月18日(水)

　　　午後２時

とき

三
十
五
ノ
の
橋
げ
た
五
本
が
、

次
々
と
つ
り
上
げ
ら
れ
架
設
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
近
鉄
高
架
工

事
は
本
年
十
一
月
に
一
部
完
成
。

高
架
駅
で
営
業
開
始
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
の
宇

治
川
橋
（
仮
称
）
の
架
設
工
事

も
、
一
月
二
十
七
日
か
ら
開
始
。

同
橋
は
、
横
島
町
大
島
の
宇
治

川
右
岸
と
同
町
郡
の
左
岸
か
結

ぷ
も
の
で
、
全
長
二
百
邸
十
四

μ
。
こ
の
日
は
、
全
長
二
十
一

封
、
高
さ
二
・
八
べ
幅
二
・

二
び
の
鋼
鉄
製
ブ
ロ
″
ク
を
橋

脚
間
に
渡
す
作
業
か
ら
始
め
ら

れ
ま
し
た
。
作
業
は
五
月
ご
ろ

終
了
ず
る
予
定
で
、
そ
の
後
道

路
面
に
着
４
　
　
ず
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
両
工
事
共
、
六
十
三
年
京
都

国
体
ま
で
の
完
戌
を
目
指
し
、

急
ピ
″
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

ところ文化会館
　　　　　　　　　　小ホール

テーマ　「自分らしく生きる」

講　師　下重暁子没

入場整理券は企画課､各地区公民館で

689

多
く
の
市
民
の
声
援
を

京
滋
バ
イ
パ
ス

宇
治
川
橋

近
鉄
大
久
保
駅

高
架

いよいよ橋げたを架設

京都国体前には開通
文化講演会
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販売　訪問　悪質　　だましの手口と対策
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暮
ら
し
の
情
報

　　　　　　　　　　　 S 　 　 l j ･ ■ - 　 　 　 . - 　 　 ゝ 　 　 ･ . . - 　 　 　 | ･ I ･ - ‥ 　 r 　 - r l 　 　 　 j .

　 響 響 1 香 香 香 - ■ 香 香 - - - - ■ ㎜ . ･ ･ 丿 ･ ･ 4 - - 1 香 - - . . 皿 ｀ ' - ' - - - - - . ﾐ ｰ - - - - - や ｰ - - - ¶ ' - - ･ W 香 香 . ･ ･ . そ . - - - - - - - - - ｀ - s - - - - - - -

　 　 　 訪 問 販 売 に よ る ト ブブルぱ

4

増 え

- 5 - 方 に ー √ 悪 質 セ ー ル

　 9 - 香 . - - ■ 香 香 - 一 晶 ･ 〃 - - ｀ - - - I . - - - - - - - ゛ - - . - - - - - - - - - 丁 - ■ ■ 蓼 ㎜ ■ 甲 皿 一 響 一 番香個■晶香 - - ■ ■ ■ ■ - ･ - ･ ■ . ■ 響 皿 優 一 響 香 一 番 香

゛ : … … … ス マ ン は
、

経 験 や知識の乏しい若者

こ見せかけの親切にだま
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　 さ れ や す い お 年 寄 り

、

甘く ﾄ 有 利 な 話 に 弱 い 主 婦 た ちに

、 = あ の
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　 手 こ の 手 で 迫 っ て来まず

．

世の中

、
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･

が

　 ﾐ ｰ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - . φ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - W - -

　 つ て い る わ け で は あ 刃 ません

．

消費者は

、

常に冷静な心掛け
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　 が 必 要 で す

．

そ こで

、

最近の事例の中から

、

悪質な手口を紹

　 - - - - - - - - - - - - - - - ■ - - - - - - ･ - - - - - - - - - - - 一 嘘 - - - - - - - - - - - - - - - ･ ■ ■ - ㎜ ■ ㎜ ■ ■ 皿 - 帯 響 響 香 香 香 香 ■ ■ 香 香 - -
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先
祖
供
養
の
…

開
運
商
法

　
あ
る
日
、
お
年
寄
１
　
　
篆
で
留

守
番
を
し
て
い
た
ら
、
見
知
ら
ぬ

人
が
訪
れ
『
印
鑑
か
見
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
』
と
言
う
。

　
お
年
寄
り
は
軽
い
気
持
ち
で
見

て
を
り
っ
た
。
す
る
と
運
勢
が
悪

い
、
先
祖
が
苦
兄
で
い
る
と
い

う
因
縁
話
に
な
り
、
開
運
の
た
め

に
は
印
鑑
を
作
ひ
替
え
る
と
よ
い

と
言
わ
れ
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

家
人
に
は
内
緒
に
し
て
お
く
よ
ｙ
コ

に
と
言
わ
れ
た
が
、
だ
ま
さ
れ
た

ぶ
つ
に
思
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
れ
は
、
牛
居
に
不
安
か
痔
つ

お
年
寄
ぴ
が
多
く
狙
わ
れ
る
「
開

運
商
法
」
と
か
「
霊
感
商
法
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
若
者
や
主
婦

に
も
被
害
が
出
て
い
ま
す
。
手
口

と
し
て
は
、
市
中
の
会
場
に
連
れ

て
行
き
。
あ
ぴ
が
た
吋
お
話
や

ビ
デ
オ
か
見
＼
た
後
で
、
高
価
な

は利殖へ

気停滞、

取り引き

増してい

受け付け

、お気軽

而3141‾I

回
唇
勧
め
る
と
い
っ
た
ヶ
‐
‐
ス

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
種
の
商
法
の
問
題
点
は
、

訪
問
に
際
し
て
本
当
の
目
的
が
告

げ
β
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
商

に
閣
売
と
い
う
目
的
盈
隠
し
、
誘

壁
画
と
し
て
無
料
刄
于
相
や
印

鑑
か
見
て
あ
げ
よ
ラ
と
言
っ
て
、

因
縁
話
夕
痔
ち
出
す
わ
け
で
す
。

　
ま
た
、
ビ
デ
オ
を
見
せ
た
り
、
話

が
長
時
間
に
わ
た
る
な
ど
、
客
を

心
理
的
に
不
安
に
さ
せ
て
冷
静
な

判
断
力
夕
夭
わ
せ
る
こ
と
も
問
題

で
す
。
商
品
の
種
類
は
印
鑑
の
外
、

つ
ぼ
や
高
麗
人
参
エ
キ
ス
、
多
宝

塔
な
ど
が
あ
り
求
ｙ
。
い
ず
れ
も

高
額
な
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
例
は
、
幸
い
に
も
家
人

が
早
く
気
付
い
た
た
め
、
無
条
件

解
約
出
来
ま
し
た
。
レ
Ｐ
吊
に

は
「
家
人
に
決
し
て
言
わ
な
い
よ

う
に
」
と
か
「
仙
人
に
話
す
と
御

利
益
が
な
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
、

ク
ー
リ
ン
グ
ォ
フ
の
解
除
権
を
這

す
人
も
い
未
了
。

デ
ー
ト
で
ワ
ナ
張
る

ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商
法

　
あ
る
夜
、
女
性
に
見
知
ら
ぬ
男

か
ら
の
電
話
。
親
し
さ
を
込
め
て
、

一
度
会
い
た
い
と
の
こ
と
。
い
っ

た
ん
は
断
っ
た
の
だ
が
、
数
日
後

に
再
度
の
申
し
込
み
。
会
う
だ
け

な
ら
と
、
約
東
し
て
し
ま
っ
た
。

　
食
事
な
ど
の
デ
ー
ト
の
後
、
「
呉

服
店
に
友
人
が
い
て
着
物
が
安
く

手
に
入
る
。
今
日
は
見
る
だ
け
で

も
・
：
」
と
誘
幻
れ
つ
い
て
行
っ
た
。

　
店
で
は
年
齢
（
二
十
歳
）
忿
聞

か
れ
、
今
か
ら
結
婚
の
準
備
を
し

た
ら
戸
旨
か
と
言
う
。
次
々
と
反

物
欠
肩
に
あ
て
ら
れ
た
が
、
自
分

に
は
Ｉ
沢
も
よ
く
竪
ワ
フ
よ
う
に

思
え
た
。
そ
れ
か
ら
気
に
入
っ
た

商
品
は
と
問
わ
れ
、
つ
い
一
つ
の

反
物
を
指
さ
す
。

　
店
の
方
で
は
、
「
和
服
は
高
価
な

ぷ
つ
で
も
結
局
は
経
済
的
。
支
払

い
む
分
割
に
す
れ
ば
月
々
の
負
担

は
わ
ず
か
」
と
、
し
つ
こ
く
勧
め
る
。

自
分
と
し
て
は
や
は
り
買
之
気
は

な
か
っ
た
の
で
断
っ
て
い
た
の
だ

が
、
帰
ら
せ
て
も
ら
刄
ｙ
に
強
引

な
勉
誘
が
長
時
間
続
く
。
そ
し
て
、

気
分
が
悪
く
な
り
、
つ
い
に
根
負

け
。
契
約
書
に
サ
イ
ン
か
ず
る
。

　
改
め
て
考
え
る
と
、
と
て
も
代

金
（
九
十
万
円
）
を
払
え
な
い
の
で
、

翌
日
電
話
で
解
約
の
申
し
入
れ
を

し
ぶ
７
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
担

当
者
不
在
と
か
用
向
き
で
応
対
出

来
な
い
と
か
の
理
由
で
逃
げ
る
ば

か
り
。
全
く
応
じ
て
ち
ら
つ
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
・
・
・
。
二
日
後
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
契
約
確
認
の

電
話
が
あ
り
、
解
約
申
し
入
れ
中

だ
と
答
え
、
早
速
そ
の
旨
の
書
面

を
内
容
証
明
で
送
付
。
無
事
、
無
条

材料(６人分)

150 g

適量

150 g

　3枚

○冷凍帆立貝

○il・塩

○タマネギ

○干しシイタケ

件
解
約
出
来
た
Ｉ
と
い
う
も
の
。

　
　
　
　
　
◇

　
日
本
訪
問
販
売
協
会
倫
理
綱
領

で
は
、
こ
の
よ
シ
な
商
法
太
一
ｍ
。

○ミックスベジタブル　　150 g

―
｀
煮

　大さじ2杯

　大さじ３杯

　　３カップ

　　　　適量

　大さじ4杯

大さじ2.5杯

　　　400cc

oサラダ油

○パセリ

○スープ

○塩・こしよう

小麦粉

バター

牛乳

適量塩・こしょう

１
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス

目
的
を
隠
し
た
接
近
や
強
迫
的
な

販
売
な
ど
問
題
点
が
多
く
、
契
約

解
除
に
際
し
て
は
訪
問
販
売
法
に

加
え
、
民
法
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

虎
（
ト
ラ
）
の
威
を
借
る

か
た
り
商
法

　
あ
る
日
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
認
定
業
者

だ
と
名
乗
る
男
が
訪
問
。
近
々
、
電

話
器
が
買
い
取
り
制
に
な
り
、
現

在
の
も
の
は
回
収
さ
れ
、
新
し
い

も
の
を
目
分
で
買
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
と
い
う
。
今
、
自
分

現
物
ま
が
い
商
法
に

　
　
　
　
　
法
の
網

　
昨
年
十
一
月
、
「
特
定
商
品
等
の

預
託
取
引
契
約
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
。

　
「
金
を
買
っ
て
、
そ
れ
を
預
け

て
運
用
す
れ
ば
儲
か
り
車
よ
」

な
μ
と
誘
い
、
現
物
奎
弓
手
に

代
金
を
支
払
り
せ
る
Ｉ
。
い
わ
ゆ

る
豊
田
商
事
事
件
に
見
る
よ
シ
な

戻
物
ま
が
い
商
法
”
は
、
従
来

公
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
契
約
書
面
か
受
け
取
っ
て
か

ら
干
四
日
以
内
な
ら
ば
、
書
面
で

無
条
件
解
約
出
来
る
（
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
制
度
）
。

　
③
そ
の
後
で
も
、
中
途
解
約
し

た
い
時
は
、
契
約
額
の
Ｉ
〇
％
以

下
の
違
約
金
か
払
っ
て
解
約
出
来

る
。

51年11月～

悪
質
訪
問
販
売
業
者
の
公
表
シ
ス

テ
ム
も
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
両
制
度
の
整
備
欠
以
っ
て

し
て
も
、
今
な
お
根
本
的
な
解
決

は
難
し
い
状
況
で
す
。
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
て
法
律
に
頼
る
よ
り
前
に
、

悪
徳
商
法
に
だ
ま
さ
れ
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
被
害
に
贋
わ
な
い
た
め
に
は
、

に
電
話
器
の
設
置
契
約
を
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
工
事
代
は
無
料
に
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
契
約
を

し
て
し
ま
っ
た
。
。

　
代
金
は
十
九
万
円
。
割
り
安
だ

と
思
っ
て
い
た
が
家
族
に
反
対
さ

れ
、
解
約
し
た
い
。
ど
コ
す
れ
ば

よ
い
か
Ｉ
と
い
う
も
の
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
れ
は
、
公
的
機
関
や
大
企
業

と
は
無
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
こ

れ
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
自
己
を

権
端
つ
け
、
消
費
者
の
信
頼
感
に

つ
け
込
む
商
法
で
す
。
昨
年
、
通

信
事
業
が
自
由
化
さ
れ
、
電
話
器

が
自
由
に
選
べ
る
ぶ
つ
に
な
っ
た

た
め
、
電
話
器
の
販
売
や
リ
ー
ス

契
約
に
よ
る
こ
の
種
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
。

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
業
者
の
認
定
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
基
準
に
達
す

る
電
話
器
に
対
し
て
、
認
定
了
・
・

ク
が
付
与
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
す
。

作　り　方
弱い消費者の助け舟

①
帆
立
貝
は
、
半
解
凍
に
し
て
四
つ
割

　
り
に
し
て
酒
と
塩
で
軽
く
味
を
つ
け

　
て
お
く
。

②
シ
イ
タ
ケ
は
水
で
も
ど
し
。
石
付
き

　
を
取
り
四
つ
切
り
に
。
タ
マ
ネ
ギ
は

　
二
で
位
の
大
き
さ
に
切
っ
て
お
く
。

③
厚
手
の
鍋
に
油
を
熱
し
て
タ
マ
ネ
ギ

　
を
炒
め
る
。
次
に
一
度
熱
湯
を
く
ぐ

　
ら
せ
た
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
を
入

　
れ
て
よ
く
炒
め
。
ス
ー
プ
を
加
え
て

　
野
菜
が
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
。

④
別
鍋
に
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
の
材
料
を

　
入
れ
、
良
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
滑
ら
か

　
に
な
っ
た
ら
中
火
に
か
け
、
濃
度
が

　
出
た
ら
①
と
③
を
加
え
て
調
味
。
濃

　
度
が
出
る
ま
で
煮
込
む
。

⑤
出
来
上
が
り
に
パ
セ
リ
の
み
し
ん
切

　
り
を
ち
ら
す
。

クーリングオフ制度

　
自
分
で
主
体
的
に
商
品
購
入

の
祭
客
痔
ち
商
店
へ
出
掛
け

る
の
で
は
な
く
、
電
話
や
路
上
、

家
庭
訪
問
な
ど
座
方
的
な
勧

誘
か
受
け
て
契
約
を
し
て
し
ま

う
Ｉ
。
こ
の
よ
ラ
な
時
に
、
冷

静
に
考
え
直
す
一
定
期
間
の
保

障
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
、

購
入
の
申
込
日
ま
た
は
契
約
日

を
含
め
て
、
七
日
以
内
（
現
物

約
書
面
を
渡
さ
れ
て
い
な
い
場

合
や
、
契
約
書
面
に
で
。
リ
ン

グ
ォ
フ
制
度
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
も
の
も
、
業
者
の
法
律
違

反
と
し
て
契
約
解
除
出
来
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

　
　
不
適
用
の
場
合

▼
商
品
の
引
き
渡
し
か
受
け
て

　
代
金
太
絹
支
払
っ
た
場
合
、

　
取
引
完
了
と
見
な
さ
れ
、
制

　
度
は
不
適
用

▼
化
粧
品
や
健
康
食
品
、
生
理

　
用
品
な
ど
の
消
耗
品
で
、
消

　
費
す
れ
ば
制
度
が
適
用
さ
れ

　
な
く
な
る
こ
と
が
書
面
で
記

　
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

　
ず
、
自
ら
の
墓
雀
使
用
ま

　
た
は
消
費
し
た
場
合

▼
商
品
が
乗
用
自
動
車
の
場
合

　
鍋
や
羽
云
ぶ
と
ん
な
芦
ほ
、

消
替
Ｅ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
一
部
使
用
の
場
合
で
も
ク

ー
リ
ン
グ
ォ
フ
出
来
ま
す
。
消

耗
品
の
セ
″
ト
商
品
三
部
使

用
の
場
合
、
手
を
つ
け
て
い
な

い
部
分
に
つ
い
て
も
、
ク
１
・
リ

ン
グ
ォ
フ
出
来
ま
す
。

　
　
◇
　
◇
　
◇

　
な
お
、
訪
問
販
売
法
で
は
日

常
忠
昭
智
習
し
て
の
指
定
商

品
が
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
（
役
務
）

690

帆
立
て
貝
の
ク
リ

ー
ム
煮

あなたも狙われてい

る！
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市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
活
動

の
一
環
と
し
て
、
試
買
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　
日
ご
ろ
、
何
気
無
く
使
っ
て
い

再
伊
に
つ
い
て
、
感
覚
や
使
い

勝
手
な
ど
を
調
べ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ

址
ヂ
。

　
日
常
、
無
関
心
に
使
用
し
て
い

る
紙
、
ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
に

ど
の
様
な
歩
み
か
あ
り
、
今
に
至

っ
た
の
か
。
暮
β
し
の
中
の
紙
文

化
が
、
ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
と

呼
ぼ
れ
る
ま
で
の
歴
史
を
調
べ
て

み
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
・
・
・
仙
台
藩
の
伊
達
政

宗
が
、
西
洋
へ
使
節
団
夕
派
遣
し

た
時
、
立
派
な
和
紙
を
鼻
紙
に
使

っ
て
い
る
の
夕
見
て
、
西
洋
の
人

は
驚
き
、
使
い
捨
て
た
和
紙
を
拾

　近年の消費者動向は、モノからサービス、更に

と、多種多様な広がりを見せています。そして景

消費鈍化という経済の悪条件下で、各種不公正な

が横行。それに伴い、消費者苦情や被害相談が急

ます。市では、消費者の保護・救済のための相談

を行っています。困ったこと、分からないことは

　

紙
を
見
直
そ
う

つ
て
大
切
に
保
存
し
た
と
言
わ
れ

て
い
季
子
。

　
明
治
時
代
…
紙
の
機
能
性
や
衛

生
的
な
紙
の
白
さ
が
注
目
さ
れ
る

ぶ
つ
に
な
り
、
原
料
に
さ
ら
し
粉

政
昭
７
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
初
期
・
・
・
戦
争
の
拡
大
と
共

に
、
物
資
の
調
達
が
難
し
ぐ
な
り
、

紙
の
争
盆
伍
っ
ぽ
く
な
り
、
茶

チ
リ
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
代
・
・
・
家
庭
で
使
う

紙
が
、
白
い
紙
へ
と
奪
幻
っ
て
来

ま
し
た
。
都
会
で
は
、
水
洗
ト
イ

レ
が
普
及
し
始
め
、
ト
イ
レ
″
ト

ペ
ー
パ
ー
の
需
要
も
増
え
て
来
ま

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
り
眠
っ
て
い
る
不
用
品

を
有
効
に
生
か
し
て
い
た
だ
ぐ

た
め
、
不
用
に
回
報
セ
ン
タ
ー

　
（
宇
治
市
役
所
商
工
観
光
課
消

貸
生
活
係
・
き
⑩
3
1
4
1
）

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

し
た
。

　
昭
和
四
十
年
代
・
：
使
い
捨
て
や

廃
棄
物
の
再
生
、
再
利
用
に
目
が

向
け
ら
元
る
ぶ
つ
に
な
り
、
古
新

聞
な
ど
の
古
紙
回
収
車
が
出
回
る

ぷ
つ
に
な
り
圭
し
た
。

　
新
聞
紙
か
ら
落
し
紙
、
そ
し
て

現
代
で
は
ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー
へ
と

ト
イ
レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
も
改
良
さ

れ
て
来
ま
し
た
。

キ
″
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
ど
の
程

度
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

芦
兄
な
使
い
方
を
さ
れ
て
い
る
の

か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
調
査
人
数
五
十
人
の
内
、
約
半

数
の
二
十
四
人
は
キ
″
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
理
由
は
・
・
・

　
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ト
イ

レ
″
ト
ペ
ー
パ
ー
、
新
聞
紙
、
ぼ

ろ
布
で
代
用
し
て
い
る
。

・
な
く
て
困
る
も
の
で
も
な
い
。

・
ポ
イ
と
捨
て
る
の
は
、
物
夕
粗

末
に
す
る
感
じ
が
す
る
。

・
も
ら
い
物
が
あ
れ
ば
便
ラ
が
、

の
訪
問
販
売
法
で
は
規
制
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
政
府
は
消

費
者
被
害
の
増
大
に
対
応
し
、
前

記
の
法
律
を
施
行
。
そ
の
主
な
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
①
業
者
は
、
取
り
引
き
内
容
な

ど
を
記
載
し
た
書
面
か
２
　
ず
交
付

し
、
希
望
に
応
じ
て
資
産
内
容
を

　
④
た
だ
し
、
規
制
の
対
象
は
宝

石
・
貴
金
属
と
そ
の
ア
ク
セ
サ
リ

・
‐
ｌ
・
、
盆
栽
、
鉢
植
え
の
観
賞
用
植

物
、
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
権
、
ヨ
″

ト
ク
ラ
ブ
や
マ
リ
ー
ナ
の
会
員
権

な
ど
に
限
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
法
律
の
施
行
と
併
せ
て
、

○
契
約
内
容
聚
よ
く
理
解
し
、
慎

重
に
検
討
す
る
○
み
だ
り
に
自
分

の
貯
金
に
つ
い
て
教
え
た
り
、
通

奨
盲
ぜ
た
り
し
な
い
○
困
っ
た

時
は
、
な
る
べ
く
早
く
消
費
牛
活

相
談
窓
ロ
ヘ
ー
。
こ
の
こ
と
か
心

に
よ
ぐ
銘
記
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
事
例
で
は
幸
い
に
も
判
断
が

早
く
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間

内
で
処
置
。
無
条
件
解
約
出
来
ま

し
た
。
販
売
員
の
話
を
う
の
み
に

し
な
い
心
掛
け
が
必
要
で
す
。
な

お
、
リ
ー
ス
契
約
は
訪
問
販
売
法
、

割
賦
販
売
法
の
適
用
か
受
け
な
い

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

田
田
聡
爾
遥
遥
遥
遥
遥
品
品

買
っ
て
ま
で
は
砂
石
な
い
Ｉ
。
な

ど
で
し
た
。

　
使
っ
て
い
る
人
の
使
用
法
と
し

て
は
、
油
切
り
や
水
切
り
、
落
し

ぷ
だ
の
代
用
、
ふ
き
取
り
用
な
ど

で
し
た
。

　
次
に
、
七
銘
柄
を
購
入
し
、
吸

水
性
と
吸
油
性
の
テ
ス
ト
奎
行
っ

た
結
果
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
訪
か
な

り
の
差
が
あ
り
ま
し
た
。

　
キ
″
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
は
、
生
活

様
式
の
多
様
化
か
ら
開
発
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
貴
重
な
資
源
で
あ

る
木
材
パ
ル
プ
盈
便
用
し
て
い
ま

す
か
ら
、
便
利
さ
だ
け
で
無
造
作

に
使
い
捨
て
る
の
は
、
価
格
の
面

か
ロ
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
最
近
、
紙
お
む
つ
夕
莉
用
す
る

お
母
さ
ん
達
が
増
え
て
来
た
こ
と

と
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
商
品
が

出
回
っ
て
い
る
の
で
調
査
し
て
み

ま
し
た
。

　
七
種
類
の
紙
お
む
つ
を
購
入
し
、

生
後
一
力
。
月
か
ら
一
歳
十
ヵ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
乍
人
に
、
二
種
類
、
各

三
日
間
づ
つ
、
一
日
五
枚
舎
晏

に
使
用
テ
ス
ト
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
お
し
っ
こ
三
回
分
の
使
用
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
メ
ー
カ
ー
の
も
の
が

す
ぐ
に
吸
収
し
た
が
、
三
回
目
に

横
漏
れ
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

・
思
っ
た
よ
り
品
質
が
良
く
、
布

お
む
つ
よ
り
動
袁
于
そ
ラ
だ
っ

た
。

・
メ
ー
・
カ
ー
で
は
、
一
日
三
～
四

枚
と
書
い
て
い
る
が
、
大
便
な
ど

の
関
係
で
四
～
五
枚
は
必
要
と
の

結
果
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
外
、
お
む
つ
夕
洗
う
手
間

が
省
け
、
心
４
共
に
楽
と
か
、
品

質
的
に
は
問
題
は
な
い
が
、
値
段

が
も
う
少
し
安
け
れ
ば
、
と
い
う

意
見
が
寄
せ
身
笛
し
た
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
あ
ぐ
ま
で

も
お
母
さ
ん
達
の
意
見
で
、
赤
ち

ゃ
ん
は
ど
つ
思
っ
て
い
る
の
で
し

よ
シ
Ｇ
。

　
紙
お
む
つ
が
良
い
、
布
お
む
つ

が
良
い
と
言
う
の
で
は
な
く
、
時

と
場
合
に
応
じ
て
、
ど
参
只
上

手
に
利
用
ｙ
れ
ば
良
い
の
で
は
な

い
で
し
よ
ラ
か
。

　
私
た
ち
の
年
弱
の
中
で
欠
か
す

こ
と
の
出
来
な
い
ト
イ
レ
″
ト
ペ

Ｉ
パ
ー
。
表
示
さ
れ
て
い
る
内
容

ど
お
り
か
、
二
十
八
種
類
の
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
購
入
し
て
、

サ
イ
ズ
、
幅
、
長
さ
、
強
さ
、
使

用
感
、
単
価
な
ど
を
調
査
１
　
蚤
し

た
。

　
結
果
は
、
サ
イ
ズ
、
幅
、
長
さ

な
ど
は
表
示
寸
法
通
口
か
。
そ
れ

に
近
い
も
の
で
し
た
。
強
度
は
、

種
類
に
よ
っ
て
か
な
り
の
差
が
あ

り
ま
し
た
。
使
用
感
は
、
ソ
フ
ト

と
感
じ
る
も
の
十
五
種
、
ざ
ら
つ

く
も
の
十
一
種
で
し
た
。
十
メ
ー

ト
ル
当
た
り
の
単
価
は
、
四
・
五

円
か
ら
千
一
・
五
円
ま
で
と
ま
ち

ま
ち
で
し
た
。

　
二
枚
重
ね
の
場
合
は
、
半
分
の

使
用
量
し
ぶ
な
い
こ
と
。
香
水
入

り
、
プ
リ
ン
ト
、
カ
ラ
ー
ロ
ー
ル

な
ど
が
多
種
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、

香
料
、
着
色
料
の
安
全
性
に
つ
い

て
は
疑
問
が
残
っ
て
い
未
丁
。

　
ま
た
、
価
格
の
安
い
も
の
で
も

機
能
的
に
優
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
’
・
‐
パ
ー
の
箱
の

裏
に
は
、
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｂ
、
蛍
光
染

料
の
心
配
は
な
い
と
表
示
し
て
い

ま
罵
食
品
添
加
物
に
は
、
割
合
に

重
大
な
関
心
を
持
つ
も
の
。
そ
こ

で
ペ
ー
パ
ー
類
は
安
全
な
の
か
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
添
加
物
の
有
無
に
つ
い
て
、
パ

ル
プ
百
づ
・
Ｉ
セ
ン
ト
四
種
類
と
古

紙
交
換
の
テ
ィ
″
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

を
専
門
機
関
に
検
査
を
依
頼
。
そ

の
結
果
、
染
色
法
に
よ
る
検
査
で

は
、
蛍
光
増
白
剤
は
認
め
ら
れ
な

い
と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
に
は
、

「
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
」
に
よ
っ

て
、
寸
法
・
枚
数
・
発
売
元
が
箱
の

底
に
表
示
さ
れ
て
い
毒
了
。
ま
た
、

業
界
団
体
で
品
質
の
自
主
基
準
が

設
け
ら
れ
て
い
毒
ｙ
が
、
中
に
は

　
「
食
品
衛
生
法
」
で
規
制
さ
れ
て

い
る
蛍
光
増
日
剤
夕
西
ん
で
い
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
揚
げ
物
の
油

切
り
な
べ
食
物
へ
の
直
接
の
使

用
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
実
験
室
内

で
の
テ
ス
ト
で
は
な
ぐ
、
モ
ニ
タ

ー
二
十
三
人
が
、
旦
犀
活
で
実

際
に
使
用
す
る
か
知
人
に
使
用
し

て
も
ら
っ
た
結
果
で
す
。

　
私
た
ち
は
日
槽
翫
セ
、
何
気

無
く
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
紙
は
現
代
牛
活
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
康
ｆ
。

　
そ
れ
だ
け
に
、
紙
の
消
費
量
も

膨
大
に
な
っ
て
来
て
い
車
ｙ
。

　
資
源
に
は
限
ぴ
が
あ
り
乖
ゐ

で
、
古
紙
の
再
利
用
な
ど
リ
サ
イ

ク
ル
聚
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

　
用
途
に
よ
っ
て
、
多
種
多
様
な

商
品
が
出
回
っ
て
い
求
ふ
、
メ

ー
カ
ー
名
や
ム
ー
ド
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
表
示
牽
よ
く
見
て

良
質
な
品
物
奮
槽
や
心
掛
け
が
必

要
で
す
。

ふ
影
い
商
法
の
場
合
は
十
四
日

以
内
）
に
書
面
で
申
１
　
　
入
れ
を

行
え
ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解

除
出
来
る
と
い
ラ
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
契
約
の
時
点
で
契

契
約
は
ク
ー
リ
ン
グ
ォ
フ
の
対

象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
業
者
の
対
応
が
悪
い
時
は
、

相
談
窓
口
を
利
用
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

暖
か
さ
を
大
切
にア

ン
ゴ
ラ
な
ど
の
手
入
れ

　
ア
ン
ゴ
ラ
、
カ
シ
ミ
ヤ
、
モ

ヘ
ア
の
繊
維
は
、
い
ず
れ
も
羊

毛
よ
り
細
く
柔
ら
か
く
て
、
美

し
い
光
沢
が
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
、
羊
毛
よ
り
高
価
で
、
取
り

扱
い
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
、
モ
ヘ
ア
は
、
ふ

ん
わ
り
と
し
た
柔
ら
か
さ
が
特

微
で
す
か
、
毛
が
抜
け
や
す
く

て
外
の
衣
料
に
付
着
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
着
用
す
る

時
に
は
気
く
ば
り
を
し
ま
し
ょ

　
カ
シ
ミ
ヤ
も
、
摩
擦
に
弱
く
、

わ
き
の
下
や
腕
な
ど
に
毛
玉
が

出
来
や
す
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　
手
入
れ
の

　
　
　
　
　
ポ
イ
ン
ト

　
混
紡
率
に
よ
っ
て
、
取
り
扱

い
方
法
が
変
９
星
乎
の
で
確

め
ま
し
ょ
う
。

　
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
か
莉
用
ず

る
場
合
で
も
、
十
分
注
意
し
て

扱
ラ
必
要
が
あ
る
た
め
、
技
術

的
に
信
頼
出
来
る
店
か
選
び
、

ア
ン
ゴ
ラ
、
カ
シ
ミ
ヤ
製
品
で

あ
る
こ
と
名
以
え
ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
の
洗
濯
は
、
特
に
慎

重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
す
。

　
ぬ
る
ま
湯
に
洗
剤
か
溶
か
し

軽
く
押
し
洗
い
す
る
程
度
に
し

ま
す
。
た
た
ん
だ
ま
ま
で
三
十

円高対策特別相談

秒
は
芦
脱
水
ｆ
ｙ
る
と
す
す
が
か

簡
単
で
す
。
す
す
ぎ
は
洗
う
時

の
要
領
で
、
ぬ
る
ま
湯
で
二
回
、

脱
水
は
し
わ
が
付
か
な
い
ぷ
つ

に
た
た
ん
だ
ま
ま
で
数
十
秒
。

干
す
時
は
、
型
夕
整
え
て
日
陰

で
平
干
し
し
未
了
。
乾
燥
機
は

縮
む
場
合
が
あ
り
未
了
の
吸

用
い
な
い
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
せ

よ
家
塵
謡
准
す
る
に
せ
よ
、

い
ず
れ
の
場
合
も
汚
れ
が
ひ
ど

く
な
ら
な
い
内
に
処
理
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
で
し

　
長
期
間
の
保
存
に
は
、
ハ
ン

ガ
ー
に
つ
る
し
た
ま
ま
に
し
て

お
く
ど
型
く
ず
れ
が
Ｌ
Ｘ
予
。

軽
く
た
た
ん
で
、
他
の
衣
服
の

下
に
な
ら
な
い
ぶ
つ
に
し
て
、

防
虫
剤
忿
右
な
い
ぷ
つ
に
し

ま
し
ょ
う
。
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　夕ぺ脳』

日
　
　
時
…
３
月
３
日
出

場
　
　
所
・
：
宇
治
地
方
振
興
局

対
　
　
象
・
：
中
小
企
業
者
　
　
　
　
　
　
　
へ

申
し
込
み
・
：
２
月
1
6
日
原
ま
で
に
宇
治
地
方
振

　
　
　
　
　
興
局
商
工
課
か
、
商
工
会
議
所
へ
．

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
試
買
調
査
結
果
か
ら

　
暮
ら
し
の
情
報

キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
の

特
性
と
使
い

勝
手

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の 表
示
内
容

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
の
安
全

性

暮
ら
し
の
中
の

　
　
紙
文
化

紙
お
む
つ
の
品

質

限
り
あ
る
資
源

を
大
切
に

今
す
ぐ
登
録
を

今月中
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婦人問題講演会

参加のお誘い

　
近
年
、
婦
人
に
対
す
る
社
会
の

意
識
は
岑
ヲ
必
花
し
て
い
未
丁
。

　
そ
こ
で
、
女
性
の
た
ど
っ
た
歴

史
奎
見
つ
め
、
女
性
の
解
放
と
社

会
へ
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
、
女
性
を
テ
ー
マ
に
し

た
歌
謡
の
中
か
ら
、
女
性
の
歴
史

を
探
り
未
了
。
楽
譜
の
あ
る
も
の

は
、
み
ん
な
で
歌
っ
て
み
未
丁
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
サ
″
ヵ

I
M
-
ｉ
v
見
る
た
め
の
、
基

本
的
な
ル
ー
ル
を
お
話
し
し
ま

し
ょ
う
。

■
ゴ
ー
ル
イ
ン

　
ボ
ー
ル
全
体
が
、
ゴ
ー
ル
ポ

ス
ト
の
内
側
に
完
全
に
入
っ
て

初
め
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
（
図
１
）

と
な
り
、
得
点
（
一
点
）
が
与

え
ら
れ
ま
す
。

■
審
判

　
審
判
は
、
上
下
と
も
黒
の
ユ

社
公民館の所在地

宇治市宇治公民館…宇治里

尻71の9 （a⑤2 8 0 4）

宇治市木幡公民館…木'≪l内

畑34の7 （豊⑩8 2 9 0）

宇治市中央公民館…折居台

１の1 （豊R 1 4 １ 1）

　
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
苔
昴
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
φ
・
・
宇
冶
公

民
館
▼
参
加
…
無
料
、
直
接
会
場

へ
▼
講
師
・
・
・
女
性
史
研
究
者
・
金

谷
ｔ
慧
子
’
兄
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以

上
の
幼
児
拘
人
名
味
育
し
栄
す
。

ご
希
望
の
人
は
、
宇
治
公
民
館
へ
。

お
や
つ
代
五
十
円
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
（
早
治
公
民
館
）

　
み
そ
作
り
講
習
会

　
無
添
加
・
低
塩
分
の
み
そ
作
り

を
通
し
て
食
委
器
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
み
そ
作
り
に
必
要
な

こ
ラ
じ
作
ぴ
か
ら
学
び
ま
す
。

　
▼
内
容
・
と
き
ｔ
：
〈
こ
ラ
じ
作

り
》
＝
２
月
2
5
日
伽
、
午
後
１
時

半
Ｌ
四
時
。
（
み
そ
作
り
）
＝
２

月
2
7
日
吻
、
午
前
1
0
時
～
正
午
。

こ
の
外
、
２
月
2
5
ほ
午
前
、
2
6
日

午
前
と
午
後
の
い
ず
れ
か
Ｉ
回
、

交
代
で
準
備
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

ニ
フ
ォ
ー
ム
か
脅
た
三
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
一
人
が
主
審
（
レ

フ
ェ
リ
ー
）
で
、
二
人
が
線
審

　
（
ラ
イ
ン
ズ
マ
ン
）
で
す
。

回
ボ
ー
ル
が
競
技
場
の
外
に
出

競技の見方

サッカー

民
館
▼
講
師
・
・
・
恚
嵌
善
グ
ル
ー

プ
・
村
田
叔
子
さ
ん
▼
対
象
・
：
市

内
在
住
で
準
備
に
も
参
加
出
来
る

人
▼
定
員
・
：
1
5
人
（
先
着
順
）
▼

材
料
費
・
：
八
百
円
▼
持
参
品
・
：
筆

記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
申
し
込
み

｡
｡
.
I
M
日
か
ら
禾
幡
公
民
館
へ
材
料

費
奮
添
え
て
直
接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
料
理
講
習
会

　
桃
の
節
句
と
と
も
に
春
が
や
っ

て
来
ま
す
。
ひ
な
ま
つ
ぴ
料
理
で

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
0
日
吻
、
午
前

1
0
時
～
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
ひ
な
ま
つ
り

料
理
▼
指
導
・
・
・
料
理
教
室
講
師
・

寺
崎
ひ
ろ
于
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内

在
住
の
人
▼
定
員
・
：
2
8
人
（
先
着

順
）
▼
教
材
費
・
：
八
百
円
▼
持
参

品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
張
ん
・
筆

記
用
具
▼
申
し
込
み
・
：
１
９
一
日
か
ら

出
し
た
チ
ー
ム
の
相
手
側
の

選
手
が
、
出
た
地
点
か
ら
ボ

ー
ル
を
両
手
で
頭
よ
？
り
、

両
足
か
地
面
に
肴
び
た
状
態

で
競
技
場
内
へ
投
げ
入
れ
て

試
合
が
続
行
さ
れ
ま
す
。

審
判
は
三
人
で

木
幡
公
民
館
へ
材
料
費
奮
添
え
て

直
接
来
館
で
。
（
木
幡
公
民
館
）

　
婦
　
人
　
講
　
座

　
食
事
、
ゴ
ミ
、
近
所
付
見
品
Ｉ
。

今
回
は
こ
の
三
つ
の
問
題
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。
あ
な
た
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
４
　
ｆ
ｙ
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
左
表
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
1
0
時
１
正
午
▼

と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
▼
対
象
・
：

市
内
在
住
の
女
性
▼
定
員
・
・
・
3
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
中
央

公
民
館
へ
、
電
話
ま
た
は
直
接
来

館
で
▼
保
育
・
・
・
―
歳
以
上
の
幼
児

盈
膏
し
ぶ
チ
。
ご
希
望
の
人
は
、

受
講
申
し
込
み
時
に
併
せ
て
。
お

や
つ
代
百
五
十
円
が
必
要
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

婦人講座の日程表

月　日 テ　ー　マ 講　師

2/27 空きﾋﾟﾝ､空きｶﾝも生きている
　　　～町は美しく～

京都嵯峨野常寂光寺

長尾　憲彰さん

ヅ あなたの体は　　だいじようぷ／
食品問題研究家山崎'万里さん

ヅ おとなりさん　　　こんにちは。
同志社大学教授
井岡　勉さん

　
ン
か
ら
ボ
ー
ル
か
田
し
た
時

　
は
、
守
備
側
が
、
ゴ
ー
ル
エ

　
リ
ア
か
ら
ボ
ー
ル
を
キ
″
ク

　
し
試
合
が
続
行
さ
れ
未
了
。

一
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク

　
　
守
備
側
が
、
ゴ
ー
ル
ラ
イ

一
人
が
主
審
・
二
人
が
線
審

ポ
ー
ル
が
競
技
場
の
外
に
出
　
　
　
こ
の
投
げ
入
れ
ら
れ
た
ボ

た
と
き
に
は
（
図
２
）
、
出
た

ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
、
次
の
方
法

で
試
合
が
続
行
さ
れ
ま
す
。

●
ス
ロ
ー
イ
ン

　
ボ
ー
ル
が
タ
ッ
チ
ラ
イ
ン
か

　
ら
出
た
場
合
は
、
ポ
ー
ル
を

　
Ｉ
ル
蔵
い
ず
れ
か
の
選
手

　
が
触
れ
る
ま
で
は
、
投
げ
入

　
れ
た
選
手
は
そ
の
ボ
ー
ル
を

　
尽
フ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

一
ゴ
ー
ル
キ
ッ
ク

　
攻
撃
側
が
、
ブ
・
・
ル
ラ
イ

おねがい

りり

お
知
ら
せ

　
交
通
災
害
共
済
会
費

　
の
扶
助
制
度

　
宇
治
市
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
て
い
’
（
’
人
で
、
次
の
事
項
に
該

当
す
る
人
に
は
、
支
払
っ
た
共
済

会
費
奔
ａ
？
χ
チ
。

▽
四
級
以
上
の
身
体
障
害
者

▽
療
育
毛
唄
を
受
け
て
い
る
人

▽
母
子
家
庭
や
年
活
保
護
家
庭
の

　
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

　
’
申
請
の
手
続
き
は
、
「
命
一
員
証

兼
領
収
書
」
と
印
鑑
忿
持
っ
て
社

会
課
ま
で
。
な
お
、
金
融
機
関
（
郵

便
局
を
除
ぐ
）
に
口
座
を
お
持
ち

の
人
は
、
郵
送
に
よ
る
申
請
も
出

来
未
了
。
申
請
用
紙
は
、
地
域
の

図１

ン
か
ら
ボ
ー
ル
タ
田
し
た
時

は
、
攻
撃
側
が
、
コ
ー
ナ
ー

エ
リ
ア
か
ら
ボ
ー
ル
を
キ
ッ

ク
し
て
、
試
合
が
続
行
さ
れ

求
ｙ
。

　
　
　
　
　
（
国
体
事
務
局
）
　
　
ｍ

-‥-ゴールイン

ノーゴール

散歩中の犬のフンは、家に持ち帰

り道路を美しくしましょう

　　　　　　　　　　道路課

民
牛
萎
員
さ
ん
刄
（
襲
諌
）

　
就
学
通
知
書

　
　
　
届
き
ま
し
た
か

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
四

月
に
宇
治
市
立
小
・
中
学
校
に
入

学
ず
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
就
学
通
知
書
を
一
月
末

に
郵
送
し
ま
し
た
。

　
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
、
ま

た
は
国
立
・
私
立
の
学
校
へ
入
学

す
る
人
、
住
所
を
変
更
す
る
人
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
ま
で
ご
運
絡
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
入
学
式
は
、
ふ
学
校

四
月
七
日
脚
、
中
学
校
同
八
日
伽

で
す
。
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

　
統
計
調
査
結
果
報
告
書

　
　
　
　
　
企
画
課
で
頒
布
。

　
企
画
課
で
は
、
次
の
統
計
調
査

の
結
果
報
告
書
を
頒
布
１
　
　
零
ｙ
。

　
〈
商
業
統
計
調
査
結
果
報
告
〉

　
昭
和
六
十
年
に
実
施
し
た
商
業

統
計
調
査
結
果
報
告
は
、
本
市
の

商
業
の
姿
を
産
業
分
類
、
年
間
販

売
額
、
従
業
者
規
模
別
な
ど
で
集

計
し
て
い
ま
す
。
一
部
三
百
円
。

　
〈
国
勢
調
査
早
期
地
方
集
計
結
果

習

マ

。
昭
和
六
十
年
国
勢
調
査
早
期
地

方
集
計
結
果
堡
ほ
、
小
地
域
毎

の
人
口
、
分
布
か
ほ
じ
の
と
し
て
、

華
ぶ
的
･
m
的
属
性
、
経
済
的

両
性
な
ど
を
集
計
し
て
い
庫
ｙ
。

　
一
部
千
五
百
円
。
、
（
企
画
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
Ｌ
・
・
２
月
1
8
R
團
、
午
後

３
時
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
小
倉

公
民
館
保
育
室
▼
内
容
・
：
お
は
な

し
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対

象
・
・
・
幼
児
、
小
学
校
低
学
年
児
童
、

母
親
や
保
護
者
▼
参
加
費
・
：
無
料

▼
主
催
・
問
い
命
り
せ
・
・
・
中
央
図

書
館
サ
ー
ク
ル
「
絵
本
の
き
代

表
・
後
藤
礼
子
疹
か
（
豊
⑩
8
9

9
1
）
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
測
量
士
・
測
量
士
補
の

　
　
　
　
受
験
生
を
募
集

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
耳
局
一
▼
と
こ

ろ
・
：
大
阪
市
▼
願
書
驀
扮
け
…

３
月
1
6
日
囲
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
建
設
省
国
土
地
理
院
（
〒

3
0
5
茨
城
県
筑
波
郡
谷
田
部
町
北
郷

一
番
）
へ
▼
受
験
願
書
・
：
里
届

方
振
興
局
忽
落
土
木
事
務
所
へ

　
詳
細
は
、
府
土
木
建
築
部
用
地

課
（
き
０
７
５
剛
8
1
1
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
管
理
課
）

　
職
業
訓
練
生
を
募
集

　
中
高
年
齢
者
、
離
・
転
職
者
の

就
職
を
促
準
ｙ
る
た
め
に
、
職
業

訓
練
生
客
″
集
し
ホ
ｙ
。

　
▼
訓
練
科
目
・
：
塗
装
・
機
械
シ

ス
テ
ム
・
金
型
・
プ
ラ
ス
チ
″
ク

製
品
成
形
・
自
動
車
整
備
・
溶
接

板
金
加
工
技
術
・
電
子
機
器
・
電

身体障害者相談員さんの氏名一覧表

ごぞんじですか

身体障害者・精神薄弱者の

相談員さんを

　
市
内
に
は
、
身
体
障
害

者
・
精
神
薄
弱
者
の
大
の

悩
み
や
困
り
事
の
相
談
を

膏
け
る
十
九
人
の
相
談
員

が
い
未
了
。

　
結
婚
、
施
設
入
所
、
住

居
、
そ
の
外
日
常
牛
活
で

の
悩
み
や
困
っ
た
事
は
、

お
近
ぐ
の
相
談
員
に
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
ず
。

相
談
員
さ
ん
は
左
・
下
の

表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

精神薄弱者相談員さんの氏名一覧表

氏　　名 住　　　所 電　話

佐々木操子 木幡御蔵山39-413 31－5831

小畑　喜三 木幡北山畑2－13 31－8989

浅井　熊造 宇治野神50－41 21－3484

江崎　美子 宇治半白54－27 22－2360

松田　晶子 小倉町西山40－1･ 23－6757

氏　　名 住　　　　所 電　話

奥島　誠次 ,木幡御園20－186 32－8356

東郷さいゑ
木幡内畑34－10
ユニ宇治マンション5-2010

NTTﾐﾆﾌｱｯｸｽ
　32－8535

藤林　博憲 木幡南端53－3 32－3683

藤井　三郎 五ヶ庄梅林59 32－8752

黒木　哲雄 宇治米阪33－13 23－2232

柳原　竹盛 宇治里尻31 22－7074

小山登志子 神明宮東87 21－3604

組藤　利夫 大久保町久保23 43－1287

坂元　春雄 大久保町旦椋14-17 43－7862

広岡　茂行 大久保町平盛31－1
府営団地35－101

NTTﾐﾆﾌｱｯﾀｽ
44－5493

川口　　治 小倉町山際10－11 NTTﾐﾆﾌTｯｸｽ
20－2953

石田　竹代 小倉町西山1 9 22－5020

小西　鹿三･棋島町門口４ 22－0231

辻本　綾美 横島町吹前37市営住宅1422－9613

気
工
事
・
建
築
物
衛
生
管
理
▼
応

募
期
間
…
３
月
４
日
團
ま
で
▼
選

考
日
…
３
月
1
3
日
吻
▼
経
費
…
受

講
料
は
無
料
（
た
だ
し
、
教
科
書
・

作
業
衣
・
安
全
靴
な
ど
の
実
費
が

必
要
で
す
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
最
寄

り
の
公
共
職
業
安
思
琲
へ
▼
問
い

令
幻
せ
・
・
・
京
都
技
能
開
発
セ
ン
タ

ー
（
ａ
０
７
５
剛
7
3
9
2
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
交
通
労
政
課
）

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
室

　
　
　
　
夜
の
部
も
開
設

　
あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　
▼
と
き
・
内
容
・
・
・
左
表
▼
と

こ
ろ
・
：
総
合
福
祉
会
館
▼
受
講

料
・
・
・
無
料
▼
定
員
・
：
3
0
人
（
先

　　市民ボランティア教室の日程表

（昼の部）午前lO時～正午

着
順
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
・
・
・
２
月
2
8
息
蜜
で
に
宇

治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
豊

⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
襲
扁
祉
協
議
会
）

月日 テ　ー　マ 講　師

ヅ ぼ･ら･ん･てい･あ？同志社大学岡本　民夫さん

摺1 ボランティア大いに語る 宇治ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ登録者の皆さん

3/18 施設のボランティア活動 宇治明星園柴田　雄一さん

ヅ はじめの一歩 宇治ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ

（夜の部）午後６時半~8時半

イ ir･ら･ん･てい･あ？ 京都文教短m大学安藤　和彦さん

ヅ ハンディとは 未　定

ヅ ボランティア大いに語る 宇治ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ
登録者の皆さん

ヅ はじめの一歩 宇治ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾟﾝﾀﾞ

692

　　　　･I●●●●●●I･r･
月31日までに３

　
六
十
二
年
度
の
対
象
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
、

満
四
歳
未
満
（
5
8
年
４
月
２
ａ
以

降
生
次
れ
）
の
児
童
を
含
む
、
二

人
以
上
の
児
童
か
養
育
し
て
い
る

人
（
三
人
目
か
受
給
中
で
、
5
3
年

４
月
１
日
以
前
に
生
次
れ
た
児
童

は
、
6
2
年
１
月
3
1
日
を
も
っ
て
対

象
外
）
。
な
お
、
六
十
年
中
の
収
入

が
、
一
定
額
以
上
の
人
は
受
給
出

来
ま
せ
ん
。

　
支
給
額
（
月
額
）
は
、
―
人
目

の
嬰
で
二
千
五
百
円
、
叉
目

以
降
の
児
童
―
五
千
円
。

　
申
請
は
、
三
月
三
十
一
日
ま
で

に
印
鑑
か
痔
っ
て
福
祉
課
へ
。
保

護
者
の
銀
行
口
座
番
号
も
お
忘
れ

な
く
。
な
お
、
五
十
八
年
四
月
二

日
以
降
に
三
人
目
か
田
生
し
、
既

に
里
誹
の
人
や
受
給
し
て
い
る

人
は
申
請
は
不
要
で
す
。
詳
に
で

は
、
福
祉
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

歌でつづる女性史

　制度改正にとも

なう児童手当の申

請

3月31日までに

国体
豆知識
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